
（４）第６９３号 （平成元年９月13日第３種郵便物認可） ２０１９年２月１５日

Ｊ
Ｒ
東
労
組

推
薦
議
員
の

呼
び
か
け
で

開
催
さ
れ
た

「
住
宅
密
集

地
に
な
ぜ
イ

ー
ジ
ス
⁉
」
と
い
う
集
会
に
先
日

参
加
し
た
▼
北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ

イ
ル
へ
の
防
衛
力
強
化
の
た
め

に
、
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
の
設

置
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
し
か

し
、
完
成
す
る
の
は
５
年
後
と
言

わ
れ
て
お
り
、
政
治
情
勢
に
よ
っ

て
は
不
用
の
も
の
と
な
る
か
も
し

れ
な
い
▼
現
在
、
日
本
に
は
４
隻

の
イ
ー
ジ
ス
艦
が
配
備
さ
れ
て
お

り
、
今
後
海
上
自
衛
隊
は
８
隻
態

勢
を
目
指
す
と
し
て
い
る
。
海
上

を
移
動
す
る
イ
ー
ジ
ス
艦
と
違
っ

て
、
地
上
の
基
地
は
標
的
に
さ
れ

や
す
い
こ
と
は
明
白
だ
。
配
備
予

定
の
演
習
場
は
住
宅
地
や
学
校
に

近
接
し
て
お
り
、
住
民
や
子
供
が

犠
牲
に
な
る
不
安
は
消
せ
な
い
▼

搭
載
さ
れ
る
新
型
レ
ー
ダ
ー
は
現

在
も
開
発
段
階
で
あ
り
、
電
磁
波

が
及
ぼ
す
健
康
被
害
は
未
知
数

だ
。
政
府
は
住
民
が
納
得
で
き
る

デ
ー
タ
を
示
す
べ
き
だ
。
さ
ら
に

言
え
ば
、
１
基
８
０
０
０
億
円
と

も
言
わ
れ
る
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ

ア
の
導
入
経
費
は
、
社
会
保
障
に

充
て
る
べ
き
で
は
な
い
か
▼
呼
び

か
け
人
の
推
薦
議
員
は
統
一
地
方

選
挙
で
改
選
を
迎
え
る
。
Ｊ
Ｒ
東

労
組
と
共
に
平
和
を
希
求
す
る
仲

間
を
再
び
政
治
の
場
に
送
り
出
す

た
め
に
、
連
帯
を
強
化
し
て
た
た

か
い
抜
こ
う
！ 

（
Ｓ
・
Ｍ
）

サークルを通じて仲間の再加入・新加入をかち取ろう！
ＪＲ東労組サークル協議会2019サークルセミナーを開催！

◀
一
般
財
団
法
人
日
本
鉄
道
福
祉
事
業

協
会
代
表
理
事
の
柳
原
周
治
郎
氏

▶
地
本
サ
ー
ク
ル
担
当
、
各
部
か
ら

多
く
の
組
合
員
が
参
加
し
ま
し
た

▶
Ｊ
Ｒ
東
労
組
サ
ー
ク
ル
協
議
会
・
川
島
議
長

　２月２日、本部サークル協議会主催『部長会議』を大宮総合

車両センター講習室にて開催しました。

　会議では18春闘以降、多くの組合員が脱退した後のサークル

運営における悩み、大会・例会開催までの過程における悩み・実

践、自主自立の運営、またクラブにおける会社からの「通達」に

対しての意見を各部から出し合いました。そして、今後の対応や

取り組みについて意思統一を図りました。

　部長会議終了後は『サークルセミナー』を開催し、一般財団法

人日本鉄道福祉事業協会代表理事の柳原周治郎氏より講演をいた

だきました。ＪＲ東労組サークル協議会の再建に向けて、今、私

たちが再加入・対象者へアクションを起こさなければならないこ

とや、サークルを通じて組織強化をつくり出すこと、さらに18春

闘の背景と総括について、リーダーはしっかりと現実に向き合

い、正直であることなどを熱くお話しいだだきました。

　今後各部で議論を共有し、組合員の再加入・新加入をかちとる

ために取り組んでいくことを意思統一しました。

おめでとうございます！
New Year Quiz 解答＆当選者発表！

「シンライカイフク（信頼回復）」
クイズの答えは　組合員・家族・ＯＢの皆さんから総数1,181

通の応募がありました。たくさんのご応募あ

りがとうございました。

 ※賞品は２月15日以降、順次発送します

◇
水
上
ホ
テ
ル
聚
楽
ペ
ア
宿
泊
券 

［
１
名
］

　

古
川
浩
之
さ
ん
（
新
小
岩
電
気
分
会
）

◇
衣
類
ス
チ
ー
マ
ー 

［
２
名
］

　

保
坂
正
二
さ
ん
（
秋
田
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
分
会
）

松
尾
春
奈
さ
ん
（
東
京
支
社
支
部
総
務
部
分
会
）

◇
ニ
ン
テ
ン
ド
ー
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
ミ
ニ　

 

ス
ー
パ
ー
フ
ァ
ミ
コ
ン
［
３
名
］

　

鈴
木
隆
浩
さ
ん
（
一
関
運
輸
区
分
会
）
橋
本
諒
平

さ
ん
（
山
形
駅
連
合
分
会　

橋
本
正
子
さ
ん
家
族
）

眞
田
直
樹
さ
ん
（
川
崎
駅
分
会
）

◇
チ
ェ
キ
カ
メ
ラ　

M
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［
２
名
］

　

森
裕
美
子
さ
ん
（
大
宮
運
転
区
分
会　

森
崇
彦
さ
ん

家
族
）
唐
鎌
文
彦
さ
ん
（
有
楽
町
駅
分
会
）

◇
オ
ー
ブ
ン
ト
ー
ス
タ
ー 

［
２
名
］

　

福
地
浩
さ
ん
（
郡
山
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
支
部
技
術

科
分
会
）
青
山
忠
明
さ
ん
（
鎌
倉
車
両
セ
ン
タ
ー
分

会
）

◇
ス
モ
ー
ク
レ
ス 

［
２
名
］

　

村
井
康
一
さ
ん
（
バ
ス
東
京
分
会
）
今
野
昭
さ
ん

（
秋
田
事
業
所
分
会
）

◇
人
生
ゲ
ー
ム 

［
２
名
］

　

鈴
木
加
奈
子
さ
ん
（
盛
岡
運
輸
区
分
会
）
古
畑
日

菜
さ
ん
（
佐
久
連
合
分
会　

古
畑
隼
人
さ
ん
家
族
）

◇
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト

 

ワ
ン
デ
ー
パ
ス
ポ
ー
ト
︵
ペ
ア
︶［
10
名
］

　

小
松
和
広
さ
ん
（
盛
岡
新
幹
線
運
輸
区
分
会
）
佐

藤
智
哉
さ
ん
（
大
館
運
輸
区
分
会
）
濱
田
智
成
さ

ん
（
仙
台
運
輸
区
分
会
）
伊
藤
信
一
さ
ん
（
土
浦
駅

連
区
分
会
）
戸
村
真
梨
さ
ん
（
上
野
新
幹
線
第
二
運

転
所
分
会　

戸
村
俊
彦
さ
ん
家
族
）
茂
川
郁
夫
さ
ん

（
茅
ヶ
崎
運
輸
区
分
会
）
浅
川
美
彩
輝
さ
ん
（
東
所

沢
電
車
区
分
会　

浅
川
宏
之
さ
ん
家
族
）
田
中
里
美

さ
ん
（
さ
い
た
ま
車
両
セ
ン
タ
ー
分
会　

田
中
利
哉

さ
ん
家
族
）
宮
﨑
惇
さ
ん
（
新
津
分
会
）
松
野
隆

弘
さ
ん
（
バ
ス
伊
那
分
会
）

◇
び
ゅ
う
商
品
券 

［
４
名
］

　

菅
原
由
美
さ
ん
（
秋
田
運
輸
区
分
会
）
菅
原
幸
美

さ
ん
（
新
幹
線
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
支
部
台
車
分
会
）

山
口
あ
ゆ
美
さ
ん
（
横
浜
運
輸
区
分
会　

山
口
真
一

さ
ん
家
族
）
高
島
美
枝
子
さ
ん
（
大
宮
運
転
区
分
会

　

高
島
勉
さ
ん
家
族
）

◇
伊
東
さ
つ
き
み
か
ん
詰
め
合
わ
せ 

［
５
名
］

　

斉
藤
裕
美
子
さ
ん
（
青
森
運
輸
区
分
会　

斉
藤
弘
倫

さ
ん
家
族
）
佐
藤
政
則
さ
ん
（
会
津
若
松
運
輸
区
分

会
）
勅
使
川
原
純
さ
ん
（
新
宿
運
輸
区
分
会
）
杉

本
陽
子
さ
ん
（
さ
い
た
ま
運
転
区
分
会　

杉
本
健
太

さ
ん
家
族
）
小
林
琉
愛
さ
ん
（
豊
田
運
輸
区
分
会　

小
林
優
さ
ん
家
族
）

◇
鉄
道
フ
ァ
ミ
リ
ー
詰
め
合
わ
せ 

［
12
名
］

　

佐
々
木
文
男
さ
ん
（
盛
岡
地
本
Ｏ
Ｂ
会
）
佐
々
木

俊
一
さ
ん
（
秋
田
地
本
Ｏ
Ｂ
会
）
山
越
雅
洋
さ
ん

（
仙
台
運
輸
区
分
会
）
成
田
亜
衣
子
さ
ん
（
い
わ
き

運
輸
区
分
会
）
秋
葉
信
子
さ
ん
（
木
更
津
運
輸
区
分

会　

秋
葉
健
二
さ
ん
家
族
）
松
本
真
之
介
さ
ん
（
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
協
議
会
上
野
駅
分
会
）
渡
辺

果
乃
さ
ん
（
相
模
原
運
輸
区
分
会　

渡
辺
強
さ
ん
家

族
）
田
中
成
和
さ
ん
（
豊
田
車
両
セ
ン
タ
ー
分
会
）

阿
部
幸
子
さ
ん
（
南
浦
和
駅
分
会　

阿
部
哲
也
さ
ん

家
族
）
北
野
茂
さ
ん
（
高
崎
地
本
Ｏ
Ｂ
会
）
斎
藤

昭
一
さ
ん
（
新
潟
地
本
Ｏ
Ｂ
会
）
安
藤
早
苗
さ
ん

（
長
野
地
本
Ｏ
Ｂ
会
）


